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握力（kg） 50 ｍ走（秒） ボール投げ（ｍ）
年度 男子 女子 男子 女子 男子 女子
1985 18.4 16.9 9.1 9.3 22.1 17.6
2010 17.2 17 9.24 9.52 21.9 15
差 △１.2 ○ 0.1 △ 0.14 △ 0.22 △ 0.2 △ 6.1
＊記録は，1985（昭和 60）年度並びに 2010（平成 22）年度，
文部科学省「全国体力・運動能力，運動習慣等調査　報告書（小
学校・中学校）」による。

































　個人での短縄跳びで，試技前に 20 秒間の練習時間を設けた後，制限時間 1分間で，二重跳び
の連続成功回数に挑戦する。連続回数の記録の確認はパートナーが行う。
⑤　シャトル投げ
　バトミントンのシャトルを助走なしで投げ，飛距離を測定する。飛距離は 1 m 単位で記録し，
飛距離を得点化（1 m 以上 2 m 未満を 1点，2 m 以上 3 m 未満を 2点の要領で点数に置き換え
る）。新体力テストのソフトボール投げと同様に，投げたシャトルの最終到達点ではなく最初の

















　　広島市立小学校 6校　第 5学年・第 6学年児童　計 1,416 名
　　（内訳）5学年 727 名（男子 370 ，女子 357），6学年 689 名（男子 360 ，女子 329）
（3）　調査時期・場所　
①　運動についての調査




　 2009（平成 21）年 4月～ 2009（平成 21）年 7月の間，各小学校で実施された新体力テストの
データを提供してもらった。









　壁倒立では最高で 60 秒まで行ったが，すぐに崩れてしまう児童と，60 秒間安定してできる児
童とに二極化する傾向があった。30 秒以上できた児童群を A 群，29 秒以下（壁倒立ができない




　60 秒達成できる児童が多く見られる状況であり，60 秒達成できた児童群を A 群，59 秒以下を
Ｂ群とした。
　③　逆上がり（低鉄棒）
　逆上がりが 3回とも完全にできる児童群を A 群，2回以下の児童群（まったくできない児童を
含む）をＢ群とした。
　④　二重跳び（短縄跳び：2回旋 1跳躍）
　二重跳びを連続して 10 回以上できる児童群をＡ群，2回～ 9回できる児童群をＢ群とし，1回
またはできない児童群をＣ群とした。
　⑤　シャトル投げ

















が図 1－1である。壁倒立が 30 秒以上できる児童群（Ａ群）の体力合計点は，5年男子 56.4 点，
5年女子 57.8 点，6年男子 66.4 点，6年女子 64.8 点であり，29 秒以下の児童群（Ｂ群）の 52.0
点，52.1 点，59.2 点，57.6 点に対して，いずれも有意に高いことが認められた（危険率 5 ％）。
　また，上体起こしについてみると，図 1－2の通りＡ群では 5年男子の平均が 20.0 回，5年女
子 19.2 回，6年男子 22.9 回，6年女子 21.2 回であり，Ｂ群の 18.2 回，17.4 回，20.0 回，18.0 回
に対して，いずれも有意に回数が多い。
　握力についてみると，5年男子・6年男子・6年女子はＡ群とＢ群に有意な差が認められたが，
5年女子ではＡ群の平均が 15.9 kg に対してＢ群は 15.6 kg であり，Ａ群の平均がやや高いものの
有意差は認められなかった。











































　これまでに考察した運動は 4グループすべてにおいて A 群と B 群，または A 群・B 群・C 群
の新体力テストの結果に有意な差が認められた運動であるが，短縄跳びの二重跳びについては
第 6学年女子を除く 3グループにおいて A 群と C 群に有意な差が認められた。その結果を示し




が求められる運動であり，体力合計点及び 50 m 走との関連が深いことは容易に想定できる。
（7）　分析上の課題
　モニタリングの運動のうち，「回ってキャッチ」については，体力合計点及び反復横跳びにお
いて A 群・B 群の平均値に差がみられたものの，有意な差は確認できなかった。また，この運
図５－１　跳びっこ（頭の位置）と体力合計点 図５－２　跳びっこ（頭の位置）と反復横跳び
図５－３　跳びっこ（頭の位置）と 50 ｍ走 図５－４　跳びっこ（頭の位置）と立ち幅跳び
図６－１　二重跳び（回）と体力合計点（点） 図６－２　二重跳び（回）と 50 m 走（秒）








　また，本研究では運動の記録を A 群・B 群，または A 群・B 群・C 群に分けて検討したが，








①　 壁倒立が 30 秒間以上継続できる児童は，新体力テストの体力合計点及び，上体起こしの記
録が高い。
②　 ブリッジの姿勢を 60 秒間継続できる児童は，体力合計点及び，シャトルラン，長座体前屈
の記録が高い。
③　 低鉄棒での逆上がりが 3回できる児童は，体力合計点と上体起こしの記録が高い。
④　 シャトル投げの飛距離が男子では 6ｍ以下の児童，7～ 8ｍの児童，9ｍ以上の児童の順に，




⑥　 短縄跳びで二重跳び（2回旋 1跳躍）が連続して 1回以下の児童，2 ～ 9回できる児童，10
回以上できる児童の順に体力合計点及び，50 ｍ走の記録が高い。
　以上の①～⑤については第 5学年男子・女子，第 6学年男子・女子の 4グループともに統計上
に有意な差が認められたが，⑥については第 6学年女子にのみ有意差は認められず，第 5学年男
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